
令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
宗
教
法
人
は
、
令
和
八
年
四
月
十
日
福
岡
地
方
裁
判

所
柳
川
支
部
の
解
散
命
令
の
確
定
に
よ
り
解
散
し
た
の

で
、
当
宗
教
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一

回
掲
載
（
令
和
八
年
六
月
二
十
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
、
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日

（
登
記
事
項
証
明
書
上
の
主
た
る
住
所
）

福
岡
県
柳
川
市
三
橋
町
吉
開
二
五
〇
番
地

宗
教
法
人
長
嚴
寺

清
算
人

弁
護
士

伊
藤

修
一

連
絡
先

福
岡
県
筑
後
市
大
字
山
ノ
井
三
二
〇
番

地
一

ち
く
ご
法
律
事
務
所

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
令
和
八
年
六
月
五
日
横
浜
市
長
の
認
可
に

よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
）
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に

お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
四
番
二
四
号

港
南
台
こ
ま
ど
り
団
地
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
組
合

代
表
清
算
人

石
野
田

誠

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
定
款
を
も
っ
て
定
め
た
解
散
事
由
（
診
療

所
の
す
べ
て
を
廃
止
し
た
と
き
。）の
発
生
に
よ
り
、
令
和

八
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲

載
（
令
和
八
年
六
月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
浜
竹
三
丁
目
四
番
二
号

医
療
法
人

沼
眼
科

清
算
人

沼

敏
行

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
四
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
六

月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら

除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日

鳥
取
県
境
港
市
上
道
町
九
一
四
番
地
一

医
療
法
人
社
団
遠
藤
医
院

清
算
人

遠
藤

秀
之

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
六

月
二
十
六
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
三
十
日

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
加
世
田
津
貫
五
九
八
九
番
地

医
療
法
人
酒
瀬
川
医
院

清
算
人

新
中
須
澄
子

第
十
八
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部

資
産
の
部
計

四
、
六
二
五
、
八
一
五

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

負
債
の
部
計

七
〇
、
〇
〇
〇

正
味
財
産
の
部
計

四
、
五
五
五
、
八
一
五

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

四
、
六
二
五
、
八
一
五

令
和
八
年
六
月
三
十
日

東
京
都
港
区
麻
布
十
番
二
丁
目
一
一
番
五
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
地
域
活
性
化
支
援
機
構

理
事
長

中
田

一
男

第
一
二
六
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

単
位
・
千
円

資
産
の
部

流
動
資
産

三
、
三
四
八
、
九
三
〇

固
定
資
産

八
九
九
、
二
六
〇

繰
延
資
産

一
、
〇
六
六

資
産
合
計

四
、
二
四
九
、
二
五
六

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流
動
負
債

二
、
二
五
七
、
二
六
三

固
定
負
債

一
、
一
六
一
、
四
〇
二

負
債
合
計

三
、
四
一
八
、
六
六
五

株
主
資
本

八
三
〇
、
五
九
一

資
本
金

九
〇
、
〇
〇
〇

資
本
剰
余
金

一
一
〇
、
二
二
八

資
本
準
備
金

一
一
〇
、
二
二
八

利
益
剰
余
金

六
五
九
、
四
四
五

利
益
準
備
金

四
九
、
七
七
二

そ
の
他
利
益
剰
余
金

六
〇
九
、
六
七
三

（
う
ち
当
期
純
利
益
）

（
四
七
、
五
八
九
）

自
己
株
式



二
九
、
〇
八
二

純
資
産
合
計

八
三
〇
、
五
九
一

負
債
・
純
資
産
合
計

四
、
二
四
九
、
二
五
六

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

大
阪
市
大
正
区
泉
尾
七
丁
目
三
番
三
〇
号

阪
口
興
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

石
川

享

第
二
十
二
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

資
産
の
部

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部
計

二
七
八
、
二
二
六

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

（
単
位
・
円
）

負
債
の
部
計

七
一
、
〇
〇
〇

正
味
財
産
の
部
計

二
〇
七
、
二
二
六

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

二
七
八
、
二
二
六

令
和
八
年
六
月
三
十
日

長
野
県
大
町
市
大
町
二
六
五
二
番
地
一

特
定
非
営
利
活
動
法
人
え
べ
や
大
町

代
表
理
事

岡

洋

第
六
期
決
算
公
告

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

資
産
の
部

（
単
位
・
円
）

資
産
の
部
計

一
二
、
〇
七
六
、
二
九
六

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部

（
単
位
・
円
）

負
債
の
部
計

二
、
九
八
五
、
一
二
七

正
味
財
産
の
部
計

九
、
〇
九
一
、
一
六
九

負
債
及
び
正
味
財
産
の
部
計

一
二
、
〇
七
六
、
二
九
六

令
和
八
年
六
月
三
十
日

愛
知
県
弥
富
市
神
戸
三
丁
目
二
五
番
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
海
部
南
部
権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー

理
事

鷲
野

明
美

公
益
信
託
サ
ニ
ク
リ
ー
ン
中
国
環
境
美
化
基
金
第
三
十
期

決
算
公
告

一
、
事
業
概
要

中
国
地
方
に
お
い
て
、
街
の
清
掃
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
団
体
及
び
個
人
計
十
六
件
に
対
し
、
助
成
金

総
額
百
二
十
一
万
円
を
交
付
し
た
。

二
、
財
産
目
録
（
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

資
産
の
部

一
九
、
一
七
八
、
六
一
五
円

負
債
の
部

〇
円

正
味
信
託
財
産

一
九
、
一
七
八
、
六
一
五
円

令
和
八
年
六
月
三
十
日

広
島
市
中
区
紙
屋
町
一
丁
目
三
番
八
号

公
益
信
託
サ
ニ
ク
リ
ー
ン
中
国
環
境
美
化
基
金

受
託
者

株
式
会
社
広
島
銀
行

公
益
信
託
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
基
金
第
二
十
三

期
決
算
公
告

一
、
事
業
概
要

広
島
市
内
に
お
い
て
、
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

取
り
組
む
市
民
活
動
団
体
計
十
件
に
対
し
、
助
成
金
総
額

二
百
二
十
八
万
二
千
円
を
交
付
し
た
。

二
、
財
産
目
録
（
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

資
産
の
部

三
〇
、
四
六
三
、
〇
六
八
円

負
債
の
部

〇
円

正
味
信
託
財
産

三
〇
、
四
六
三
、
〇
六
八
円

令
和
八
年
六
月
三
十
日

広
島
市
中
区
紙
屋
町
一
丁
目
三
番
八
号

公
益
信
託
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
基
金

受
託
者

株
式
会
社
広
島
銀
行

公
益
信
託
広
島
県
眼
科
医
会
医
学
研
究
基
金
第
三
十
一
期

決
算
公
告

一
、
事
業
概
要

「
広
島
県
眼
科
医
会
賞
」
と
し
て
二
名
に
対
し
、
助
成

金
百
万
円
を
交
付
し
た
。

二
、
財
産
目
録
（
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

資
産
の
部

一
五
、
一
五
〇
、
八
八
四
円

負
債
の
部

〇
円

正
味
信
託
財
産

一
五
、
一
五
〇
、
八
八
四
円

令
和
八
年
六
月
三
十
日

広
島
市
中
区
紙
屋
町
一
丁
目
三
番
八
号

公
益
信
託
広
島
県
眼
科
医
会
医
学
研
究
基
金

受
託
者

株
式
会
社
広
島
銀
行
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